
Ⅱ　調 査 結 果 の 概 要

［学校調査・学校通信教育調査］

[image: image1.bmp][image: image2.bmp]１　小学校
 (1)学校数

・ 学校数は541校（本校535校、分校6校）で、前年度に比べ5校減少した。設置者別にみると、国立2校、公立535校、私立4校となっている。
・ 75条学級を置く学校数は274校で、前年度に比べ1校増加した。

 (2)学級数

・ 学級数は7,407学級で、前年度に比べ31学級減少した。

[image: image3.bmp][image: image4.bmp]・ 75条の学級数は469学級で、前年度に比べ22学級増加し、全学級数に占める割合は6.3％となっている。複式学級は87学級で、前年度に比べ2学級減少した。

・ 1学級当たりの児童数は29.0人（全国25.7人）で、前年度に比べ0.1人減少した。

　(3)児童数

・ 児童数は215,028人（男110,098人、女104,930人）で、前年度に比べ1,496人減少した。

・ 設置者別にみると、国立1,166人、公立212,524人、私立1,338人となっている。

[image: image5.bmp][image: image6.bmp]・ 第１学年の児童数に対する幼稚園修了者の比率は66.0％（全国57.2％）で、前年度に比べ1.0ポイント低下した。
　
・ 平成18年度間の帰国子女は346人で、前年度に比べ49人増加した。

・ 外国人児童数は2,987人で、前年度に比べ276人増加した。全児童に占める割合は1.4％となっている。

 (4)教員数
・ 教員数（本務者）は11,400人（男4,608人、女6,792人）で、前年度に比べ9人減少した。

・ 女性教員の占める割合は59.6％（全国62.7％）で、前年度に比べ0.1ポイント上昇した。
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・ 平成18年度間の長期欠席者数は1,486人で、前年度に比べ53人増加した。

・ 理由別にみると、最も多いのが「不登校」の50.5％、次いで「病気」が39.9％となっており、前年度に比べ「不登校」は8.2％増加、「病気」は1.8％減少した。
・ 児童1,000人当たりの長期欠席者数は6.9人（全国8.5人）で、前年度に比べ0.3人増加した。そのうち「不登校」によるものは3.5人となっている。

２　中学校
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・ 学校数は291校（本校290校、分校1校）で、前年度に比べ2校減少した。設置者別にみると、国立3校、公立265校、私立23校となっている。

・ 75条の学級を置く学校は143校で、前年度と同数であった。

 (2)学級数

・ 学級数は3,475学級で、前年度に比べ1学級減少した。
[image: image11.bmp][image: image12.bmp]・ 75条の学級数は242学級で、前年度に比べ12学級増加した。全学級数に占める割合は7.0％となっている。

・ 1学級当たりの生徒数は31.4人（全国30.2人）で、前年度に比べ0.1人減少した。

(3)生徒数

・ 生徒数は109,152人（男55,903人、女53,249人）で、前年度に比べ221人減少した。

・ 設置者別にみると、国立1,203人、公立102,956人、私立4,993人となっている。

・ 平成18年度間の帰国子女は172人で、前年度に比べ35人増加した。
[image: image13.bmp]・ 外国人生徒数は1,121人で、前年度に比べ167人増加し、全生徒数に占める割合は1.0％となっている。

(4)教員数

・ 教員数（本務者）は6,830人（男4,355人、女2,475人）で、前年度に比べ65人減少した。

・ 女性教員の占める割合は36.2％（全国41.4％）で、前年度に比べ0.3ポイント低下した。

(5)長期欠席者数

・ 平成18年度間の長期欠席者数は3,640人で、前年度に比べ188人増加した。

・ 理由別にみると、最も多いのが「不登校」の82.4％、次いで「病気」が13.5％となっており、前年度に比べ「不登校」は4.9％、「病気」は2.7％増加した。

・ 生徒1,000人当たりの長期欠席者数は33.3人（全国37.6人）で、前年度に比べ1.9人増加した。そのうち「不登校」によるものは27.4人となっている。

３　高等学校

（全日制・定時制）
 (1)学校数

・ 学校数は148校（本校146校、分校2校）で、前年度と同数となっている。

・ 課程別にみると、全日制課程のみを置く学校が124校、定時制課程のみを置く学校が1校、全日制・定時制の両課程を併置している学校が23校となっている。

・ 公立の学校数は105校（本校103校、分校2校）、私立の学校数は43校（本校43校）で、いずれも前年度と同数となっている。

 (2)小学科数

	区  分
	小学科数
	生徒数

	普通科
	129
	71,748

	農業科
	23
	2,743

	工業科
	74
	8,339

	商業科
	40
	11,119

	水産科
	6
	511

	家庭科
	5
	500

	福祉科
	6
	852

	総合学科
	6
	3,347

	その他
	31
	5,599

	計
	320
	104,758


・ 小学科数（本科）は、全日制292学科、定時制

28学科、計320学科となっている。

・ 学科別にみると、普通科が129学科で最も多く、

次いで工業科74学科、商業科40学科、農業科23

学科の順となっている。
　* 小学科数は生徒が在籍している学科の数である。

 (3)生徒数

・ 生徒数は104,780人（男53,374人、女51,406

人）で、前年度に比べ2,976人減少した。

・ 設置者別にみると、公立72,086人、私立32,694人となっている。
・ 全生徒数のうち本科の生徒数は104,758人で前年度に比べ2,975人減少した。

また、専攻科の生徒数は22人で、前年度に比べ1人減少した。

・ 本科の生徒数のうち、全日制課程の生徒数は101,673人で、前年度に比べ2,931人減少し、全日制課程の生徒数の占める割合は97.1％となっている。
・ 本科の生徒数のうち、定時制課程の生徒数は3,085人で、前年度に比べ44人減少した。
　・ 本科の生徒数を学科別にみると、普通科が71,748人（全体の68.5％）で最も多く、次いで商業科11,119人（同10.6％）、工業科8,339人（同8.0％）、総合学科3,347人（同3.2％）の順となっている。

・ 平成18年度間の帰国子女数（本科）は72人（公立48人、私立24人）で、前年度に比べ12人増加した。

・ 外国人生徒数は、565人（公立329人、私立236人）で、前年度に比べ59人増加した。
 (4)入学者数

・ 本科の入学者数は35,713人（全日制課程34,694人、定時制課程1,019人）で、前年度に比べ473人増加した。

・ 入学志願者に対する入学者の割合は、公立58.8％、私立34.8％となっている。

・ 入学定員に対する入学者の割合は、公立 99.3％、私立 84.0％となっている。



 (5)教員数


・ 教員数（本務者）は7,338人（男5,481人、女1,857人）で、前年度に比べ119人減少した。

・ 女性教員の占める割合は25.3％（全国28.1％）で、前年度に比べ0.5ポイント上昇した。
・ 本務教員1人当たりの生徒数は14.3人（全国14.0人）で、前年度に比べ0.2人減少した。

（通信制）
 (1)学校数

・ 学校数は2校（うち定時制と併置1校）で、前年度に比べ1校増加した。

 (2)生徒数
・ 生徒数は2,166人（男1,023人、女1,143人）で、前年度に比べ84人減少した。

・ 年齢別にみると、10歳代が全体の58.4％で最も多いものの、20歳代が33.6％、30歳代以上も8.0％を占めている。

 (3)教員数

・ 教員数（本務者）は66人で、前年度に比べ22人増加した。

４  特別支援学校（旧盲・聾・養護学校）
(1) 学校数


· 学校数は 29校で、前年度と同数となっている。

 (2)学級数

・ 学級数は 961学級で、前年度に比べ28学級

増加した。

 (3)在学者数

・ 在学者数は3,785人で、前年度に比べ167人

増加した。

　　【内訳】　・幼稚部　   42人

　　　　　　　・小学部　1,437人

　　　　　　　・中学部　  908人

　　　　　　　・高等部　1,398人
 (4)教員数

・ 教員数（本務者）は 2,022人で、前年度に

比べ85人増加した。

５　幼稚園

 (1)幼稚園数

・ 幼稚園数は527園（本園521園、分園6園）で、前年度に比べ4園減少した。

・ 設置者別にみると、国立1園、公立285園、私立241園となっている。

 (2)学級数

· 学級数は2,937学級で、前年度に比べ29学

　級減少した。

・ 1学級当たりの園児数は22.8人で、前年度

　に比べ0.1人減少した。

 (3)園児数

・ 園児数は66,838人（男34,203人、女32,635人）で、前年度に比べ1,198人減少した。


・ 年齢別にみると、３歳児が20,952人、４歳児が22,756人、５歳児が23,130人となっている。

・ 設置者別にみると、国立132人、公立23,569人、私立43,137人となっている。

・定員充足率は、公立幼稚園で59.8％（前年度に比べ1.5ポイント低下）、私立幼稚園で75.7％（同0.8ポイント低下）となっている。

 (4)教員数

・ 教員数（本務者）は4,459人（男 217人、
女4,242人）で、前年度に比べ8人減少した。

・ 女性教員の占める割合は95.1％で、前年度に比べ0.2ポイント低下した。

· 本務教員1人当たりの園児数は15.0人（全

国15.3人）で、前年度に比べ0.2人減少した。

設置者別にみると、公立13.5人、私立15.9

人となっている。

６　専修学校


 (1)学校数


・ 学校数は100校で、前年度と同数となっている。

・ 設置者別にみると、公立11校、私立89校となっている。

 (2)学科数

・　学科数は、高等課程18学科、専門課程202学科、一般課程23学科、計243学科となっている。

	区  分
	学科数
	生徒数

	工業
	44
	2,398

	農業
	6
	168

	医療
	45
	4,925

	衛生
	33
	1,769

	教育社会福祉
	8
	613

	商業実務
	43
	2,031

	服飾・家政
	29
	949

	文化・教養
	35
	1,157

	計
	243
	14,010


	


・　分野別にみると、医療関係が45学科で最も多く、次いで工業関係44学科、商業実務関係43学科、文化・教養関係35学科、衛生関係33学科、服飾・家政関係29学科の順となっている。

・ 修業年限別にみると、1年～1年11か月が34学科、2年～2年11か月が129学科、3年以上が80学科となっている。

・ 昼夜別にみると、昼の課程が226学科、夜及び昼夜の課程が17学科となっている。


 (3)生徒数
 ・ 生徒数は14,010人（高等課程1,393人、専門課程12,196人、一般課程421人）で、前年度に比べ606人減少した。

・ 全生徒数のうち、女子は7,553人で全体の53.9％を占めている。

・ 分野別にみると、医療関係が最も多く4,925人で、次いで工業関係2,398人、商業実務関係2,031人、衛生関係1,769人の順となっている。

 (4)入学者数
・ 本年4月1日から5月1日までの入学者数は6,025人（高等課程530人、専門課程5,199人、一般課程296人）で、前年度に比べ615人減少した。

・ 春期の入学定員に対する入学者の割合は、63.9％となっている。

 (5)卒業者数

・ 前年4月1日から本年3月31日までの卒業者数は5,763人（高等課程418人、専門課程5,009人、一般課程336人）で、前年度間に比べ255人減少した。

 (6)教員数
・ 教員数は、本務者1,004人（男519人、女485人）、兼務者2,721人（男1,757人、女964人）で、前年度に比べ本務者は58人減少し、兼務者は165人増加した。
７　各種学校


(1)学校数

・ 学校数は45校（私立のみ）で、前年度と同数となっている。
(2)課程数

・ 課程数は、医療関係2課程、衛生関係1課程、商業実務関係21課程、服飾・家政関係14課程、文化・教養関係11課程、その他6課程、計55課程である。

(3)生徒数

・ 生徒数は1,832人で、前年度に比べ132人増加した。最も多い分野は、商業実務関係の937 

人（全体の51.1％）である。

 (4)入学者数


　・ 本年4月1日から5月1日までの入学者は471人（男175人、女296人）で、前年度と同数であった。

 (5)卒業者数

・ 前年4月1日から本年3月31日までの卒業者は489人（男202人、女287人）で、前年度間に比べ34人減少した。

 (6)教員数

　・ 教員数は、本務者117人（男42人、女75人）、兼務者104人（男40人、女64人）で、前年度に比べ本務者が9人増加し、兼務者は50人減少した。

［卒業後の状況調査］

１　中学校卒業後の状況

 (1)進路別卒業者数


・　平成19年3月の中学校卒業者数は37,360人（男19,121人、女18,239人）で、前年に比べ574人増加した。

・　高等学校等進学者は36,329人（男18,511人、女17,818人）で、前年に比べ610人増加した。

　・ 専修学校及び各種学校への進学・入学者は97人（男59人、女38人）で、前年に比べ10人減少した。

・ 公共職業能力開発施設等入学者は28人（男21人、女7人）で、前年に比べ7人減少した。

・　就職者数は、503人（男343人、女160人）で、前年に比べ70人増加した。なお、就職者数には、進学・入学しながら就職した者96人（男65人、女31人）を含んでいる。

 (2)高等学校等進学率

・　高等学校等進学率は97.2％（全国97.7％）で、前年に比べ0.1ポイント上昇した。男子の進学率は96.8％、女子は97.7％で、前年に比べ男子は0.2ポイント、女子は0.1ポイント上昇した。

 (3)就職率

・　就職率は1.3％（全国0.7％）で、前年と比べ0.1ポイント上昇した。

２　高等学校卒業後の状況

（全日制・定時制）


 (1)進路別卒業者数


・ 平成19年3月の高等学校卒業者数（全日制課程・定時制課程）は36,105人（男18,472人、女17,633人）で、前年に比べ1,308人減少した。

・ 大学等進学者は18,817人（男9,707人、女9,110人）で、前年に比べ136人減少した。

・ 専修学校（専門課程）進学者は6,328人（男2,715人、女3,613人）で、前年に比べ502人減少した。

・ 専修学校（一般課程）等入学者は579人（男323人、女256人）で、前年に比べ297人減少した。
・ 公共職業能力開発施設等入学者は141人（男128人、女13人）で、前年に比べ21人減少した。

・ 就職者数は、8,271人（男4,520人、女3,751人）で、前年に比べ62人減少した。なお、就職者数には、進学・入学しながら就職した者17人（男7人、女10人）を含んでいる。

 (2)大学等進学者及び大学等進学率

・ 大学等進学者のうち、大学学部及び短期大学本科への進学者数は18,790人で、前年に比べ134人減少した。

・ 大学学部への進学者数は16,569人（男9,515人、女7,054人）で、前年と同数であった。全卒業者に占める割合は45.9％となっている。


・ 短期大学本科への進学者数は2,221人（男174人、女2,047人）で、前年に比べ134人減少した。全卒業者に占める割合は6.2％となっている。

・ 現役高校生の大学進学率等は52.1％（全国51.2％）で、前年に比べ1.4ポイント上昇した。男子の進学率は52.5％（全国50.0％）、女子は51.7％（全国52.5％）で、前年に比べ男子は1.4ポイント、女子は1.5ポイント上昇した。
　・ 男子の大学学部への進学率は51.5％で、前年に比べ1.6ポイント上昇した。一方、短期大学本科への進学率は0.9％で、前年に比べ0.1ポイント低下した。

・ 女子の大学学部への進学率は40.0％で、前年に比べ1.7ポイント上昇した。一方、短期大学本科への進学率11.6％で、前年に比べ0.2ポイント低下した。


 (3)大学等への志願者数及び志願率

　・ 大学学部及び短期大学本科への志願者数（過年卒業者を除く）は20,559人（男10,910人、女9,649人）で、前年に比べ229人減少した。
・ 大学学部への志願者数は18,287人（男10,726人、女7,561人）で、前年に比べ94人減少した。

・ 短期大学本科への志願者数は2,272人（男184人、女2,088人）で、前年に比べ135人減少した。

・ 本年3月卒業者の大学学部及び短期大学本科への志願率は、それぞれ50.6％、6.3％で、前年に比べ、大学は1.5ポイント上昇し、短期大学は0.1ポイント低下した。


 (4)就職者及び就職率
・ 就職率は22.9％（男24.5％、女21.3％、全国18.5％）で、前年に比べ0.6ポイント上昇した。

　・ 就職者数を産業別にみると、製造業が4,695人（全体の56.8％）で最も多く、次いで卸売・小売業851人（同10.3％）、サービス業581人（同7.0％）、医療・福祉485人（同5.9％）、運輸業346人（同4.2％）飲食店・宿泊業326人（同3.9％）、建設業308人（3.7％）、の順となっている。

・ 職業別にみると、生産工程・労務作業者が4,802人（全体の58.1％）で最も多く、次いで事務従事者1,152人（同13.9％）、サービス職業従事者1,106人（同13.4％）、販売従事者693人（同8.4％）の順となっている。
・ 就職者総数のうち、県外へ就職した者は554人（男362人、女192人）で就職者総数の6.7％（全国20.2％）を占め、前年に比べ0.1ポイント低下した。

・ 県外就職者の都道府県別就職先は、東京都及び愛知県が178人で最も多く、次いで神奈川県111人の順となっている。
（通信制）
・ 平成18年度間の卒業者数は258人（男100人、女158人）で、前年度間に比べ21人増加した。

・ 進路別にみると、大学等進学者が37人（全体の14.3％）、専修学校（専門課程）進学者31人（同12.0％）、就職者61人（同23.6％）、 その他129人（同50.0％）となっている。

３　盲・聾・養護学校卒業後の状況

 (1)中学部の進路別卒業者数

・ 平成19年3月の中学部卒業者数は、盲学校3人、聾学校10人、養護学校261人となっている。
・ 高等学校等進学者は、盲学校3人、聾学校9人、養護学校234人であった。そのうちの9割以上が特別支援学校高等部への進学となっている。

 (2)高等部の進路別卒業者数

・ 平成19年3月の高等部卒業者数は、盲学校8人、聾学校11人、養護学校365人となっている。
・ 大学等進学者は、盲学校2人、聾学校3人、養護学校3人となっている。

・ 就職者数は、盲学校1人、聾学校1人、養護学校102人となっている。

［不就学学齢児童生徒調査］

１　就学免除者

・ 就学免除者は、学齢児童（6～11歳）、学齢生徒（12～14歳）ともにいなかった。

２　就学猶予者

・ 就学猶予者は、学齢児童18人、学齢生徒5人の計23人で、前年度に比べ8人増加した。

３　1年以上居住不明者

・ 1年以上居所不明者は、学齢児童、学齢生徒ともにいなかった。
４　学齢児童生徒死亡者
・ 平成18年度間に死亡した者は、学齢児童6人、学齢生徒3人の計9人で、前年度間に比べ9人減少した。
［学校施設調査］
１　学校建物面積

・ 私立学校の建物面積は1,227,799㎡（設置者所有1,215,281㎡、借用12,518㎡）で、前年度に比べ10,515㎡増加した。

・ 私立学校の設置者所有建物を構造別にみると、鉄筋コンクリート造が63.0％、鉄骨造その他34.4％、木造2.6％となっている。

・ 公立の専修学校の建物面積は51,594㎡（設置者所有51,523㎡、借用71㎡）で、前年度と同じであった。

・ 公立の専修学校の設置者所有建物を構造別にみると、72.0％が鉄筋コンクリート造となっている。
２　学校土地面積
・ 私立学校の土地面積は3,172,501㎡（設置者所有2,533,556㎡、借地638,945㎡）で、前年度に比べ52,538㎡増加した。

・ 公立の専修学校の土地面積124,504㎡（設置者所有101,198㎡、借地23,306㎡）で、前年度と同じであった。
＜参　考＞

１　大　学

 (1)学校数
・ 学校数は14校で、設置者別にみると、国立2校、公立1校、私立11校で前年度と同数となっている。
 (2)学生数

・ 学生数は36,465人（男22,521人、女13,944人）で、前年度に比べ853人減少した。女子学生は全体の38.2％（全国39.8％）を占めている。なお、全国の学生数に占める本県の学生数の割合は1.3％となっている。

・ 設置者別にみると、国立11,997人、公立 2,794人、私立21,674人となっている。
 (3)教員数（本務者）

・ 教員数は1,982人（国立994人、公立272人、私立716人）で、前年度に比べ6人減少した。

２　短期大学

 (1)学校数

・ 学校数は7校で、設置者別にみると、公立1校、私立6校で、前年度に比べ1校減少した。

 (2)学生数

・ 学生数は3,228人（男323人、女2,905人）で、前年度に比べ106人減少した。そのうち、女子学生が全体の90.0％（全国88.3％）を占めている。また、全国の学生数に占める本県の本科学生数の割合は1.7％となっている。

・ 設置者別にみると、公立534人、私立2,694人となっている。

 (3)教員数

・ 教員数は142人（公立59人、私立83人）で、前年度に比べ4人減少した。

３　高等専門学校

(1)学校数


・ 学校数は1校（国立）で前年度と同数となっている。

(2)学生数

・ 学生数は1,059人（男930人、女129人）で、前年度に比べ38人減少した。そのうち、女子学生が全体の12.2％（全国15.9％）を占めている。

(3)教員数

・ 教員数は82人（男77人、女5人）で、前年度に比べ1人減少した。
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図１　学校数、児童数、教員数の推移
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図４　長期欠席者数の推移
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図３　帰国子女、外国人児童数の推移
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図５　学校数、生徒数、教員数の推移
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図２　1学級当たりの児童数の推移
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図６　1学級当たりの生徒数の推移
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図７　帰国子女、外国人生徒数の推移
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図８　長期欠席者数の推移





図９　学校数、生徒数、教員数の推移
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表１　学科別小学科数・生徒数（本科）





図10　生徒数の推移（男女別）
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図11　学科別生徒数（本科）
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図12　帰国子女、外国人生徒数の推移
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図13　本務教員1人当たりの生徒数の推移
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図14　年齢別生徒数





図15　学校数、生徒数、教員数の推移
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図16　園数、園児数、教員数の推移
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図17　園児数の推移（年齢別）
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図18　本務教員1人当たりの園児数の推移
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図19　学校数、生徒数、教員数の推移
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表２　分野別学科数・生徒数





図20　分野別生徒数
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図21　分野別生徒数の推移





図22　春期入学者の定員充足率の推移
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図23　学校数、生徒数、教員数の推移
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図24　分野別生徒数
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図25　中学校卒業者数、高等学校等進学率及び


就職率の推移
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図26　高等学校卒業者の進路別内訳
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図27　高等学校卒業者数、大学等進学率及び


就職率の推移
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図28　男女別大学等進学率、就職率の推移
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図29　男女別大学、短大進学率の推移
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図30　大学学部、短大本科への志願率の推移
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図31　産業別就職者の内訳





図32　職業別就職者の内訳
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図33　高等部卒業者の進路別内訳
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学校数については、大学本部の所在地による。


学生数には学部のほか大学院、専攻科及び別科の学生並びに聴講生等を含む。
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図34　学校数、学生数、教員数の推移





学校数については、短期大学本部の所在地による。


学生数には本科学生のほか専攻科及び別科の学生並びに聴講生等を含む。





学校数


(校)





(年度）





20





10





0





学校数





教員数





学生数





12





0





2





4





6





8





10





60





50





40





19





昭和


30





平成


7





0





100





600





500





400





300





200





















































教員数


(人)





学生数


(千人)





図35　学校数、学生数、教員数の推移





図36　学生数、教員数の推移
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